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 文字式のきまり（わり算）
・わり算は，'の右の数や文字を分母にして分数の形にする。

　〈例〉3'a　
 

↑
分母　

　　　  =　3─a　

・分子全体にかっこがつくときは，　かっこを省略　する。

次の式を，文字式のきまりにしたがって書きなさい。
⑴ b'（-5）　　　　　　 ⑵ b'a'3 ⑶ （x-y）'（-3）

⑷ m#2-n'3　　　　　　 ⑸ （a+b）#3+d#c ⑹ b#b-（x+3）'5

解説  ⑴ 

＊ -
b─5は-

1─5 bと書いてもよい。また， 3x──4 を
3─4

xと書いてもよい。

⑵    b'a'3

　 =
b──3a

⑷ 

⑸ 　（a+b）#3 ｜+d#c　● かっこのある式
と数との積
→ かっこの前に
数を書く

=3（a+b）+cd

　a  '  b  #  c

 
↑
分母

=　 ac─
b
　

　a  '  b  '  c

 
↑
分母　

↑
分母

=　 a─
bc
　

よくあるまちがい

よくあるまちがい

誤  　b'（-5）

 =
 b──
-5　

● 
マイナスの符号を分母
に書いている

正  　b'（-5）

 =-
b─5　

● 符号は分数の前に書く

よくあるまちがい

⑶ 　（x-y）'（-3）　●  

分子全体に
かっこがつく
→かっこを省略する

　 =-
x-y───3 　●  符号は分数の前に書く

誤  　m#2-n'3
=2m-n'3

=
2m-n───3 　● 

かっこのない式なの
に，2m-nを分子に
している

正  　m#2 ｜-n'3　● 
+，-の前に線をひい
て考える

 = 2m -
n─3　

● これ以上計算できない

よくあるまちがい

商・四則の混じった式の表し方2-2

⑹ 　b#b｜-（x+3）'5　● 分子全体に
かっこがつく
→ かっこを省
略する

　 =b
2
-

x+3──5



2-2　商・四則の混じった式の表し方

次の式を，文字式のきまりにしたがって書きなさい。
⑴ 5'a ⑵ x'（-6） ⑶ b'2#a

⑷ x'y'z ⑸ （x+y）'2 ⑹ x-1'y

⑺ x#（-1）+y#6 ⑻ b#a-c'3#d ⑼ （a-b）#4-b#b

次の式を，文字式のきまりにしたがって書きなさい。
⑴ x'3 ⑵ b'3 ⑶ c'（-2） 

⑷ -5'x ⑸ 3#x'2 ⑹ c'b#a

⑺ x'y'3 ⑻ b'3#a'c ⑼ （a-b）'3 

⑽ （x+y）'（-3） ⑾ （x+2）'（-y） ⑿ x+5'y

⒀ a-b'2 ⒁ a+1'（-b） ⒂ x#2+y#（-3） 

⒃ a#（-1）-b#1 ⒄ 1#a-b'7#c ⒅ x#（-3）-4'z'y

⒆ a#（-1）+（m-n）'7 ⒇ （x-y）#2-b'3#a 21 x#x#（-5）-（a+b）'4
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